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advice
この格子と外枠は、ソースコードの

     CALL PGSCI(14)
     CALL PGBOX('g',0.02,1,'g',0.02,1)
     CALL PGSCI(15)
     CALL PGBOX('g',0.1,5,'g',0.1,5)
     CALL PGSCI(1)
     CALL PGBOX('bc',0.1,5,'bc',0.1,5)

の部分で描かれている。この直前にある PGSVP と PGWNAD で(0.,0.)～(1.,1.)の範囲を紙面一杯に割り当て、X,Y両方向に 0.02 間隔の黒い(PGSCI で色指定子"14"を設定)格子を描き、続いて 0.1 間隔で灰色(PGSCI で色指定子"15"を指定)の格子を描いている。

advice
この横４列×縦４段の合計16色の四角形は、ソースコードの

     DO 20 I=0,15
         CALL PGSCI(I)
         X1 = 0.31 + MOD(I,4)*0.1
         Y1 = 0.61 - (I/4)*0.1
         X2 = X1 + 0.08
         Y2 = Y1 + 0.08
         CALL PGRECT(X1, X2, Y1, Y2)
  20 CONTINUE

の部分で描かれている。

PGRECT に与える４つの引数で矩形の４隅を与え、これを PGSCI で順次色を変えながら、左から右、上から下の順序で描いている(例えば、I=6 は、上から２段目、左から２列目の水色)。ここでは、pgplot が元々持っている既定の色テーブルがそのまま用いられているが、PGSCR を用いれば色のテーブルの割り当てを自由に変更することが可能である。

advice
この PGPLOT v5.2.0 云々の文字列は、ソースコードの最後の部分：

  CALL PGSCI(0)
  CALL PGRECT(0.31, 1.0-0.31, 0.85, 0.97)
  CALL PGSCI(1)
  CALL PGSFS(2)
  CALL PGRECT(0.31, 1.0-0.31, 0.85, 0.97)
  CALL PGPTXT(0.5, 0.91, 0.0, 0.5, 'PGPLOT '//GVER(1:L1))
  CALL PGPTXT(0.5, 0.87, 0.0, 0.5, 'Device '//GTYPE(1:L2))

で描かれている。まず初めの PGSCI と PGRECT で背景色(この場合は白)の矩形を描き(これによって前に描いた格子の一部が白く塗りつぶされる)、さらに次の PGSCI～PGRECT で此に黒い輪郭の中抜き矩形を重ね書きする。最後の２つの PGPTXT では、この矩形の中にプログラム冒頭にて PGQINF ルーチンで問い合わせた pgplot の情報を文字列として書き込んでいる。

advice
ソースコード pgex21.pdf の実行結果です。

黄色いメモ帳印のところをダブルクリックすると、それぞれの部分に関する簡単な説明が現れます。


